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は じ め に

現在､ わが国においては､ 若者の就業環境が悪化し､ 学校卒業後の無業者や若年失業者､

フリーターと呼ばれる若年アルバイト･パート労働者が増加している｡ さらに､ 最近では､

在学していない若年非労働力 (ニート) の増加も注目されている｡ 少し前まで､ 若者たちは

学校を卒業するとすぐに正社員として就職するのが普通であり､ これが日本型の ｢学校から

職業生活への移行｣ の形だったといえる｡ この移行の形が変わってきており､ スムーズに正

社員にはなれなくなっているのである｡

すでに､ 政府においてもこうした若者の現状を問題視し､ 平成16年度より｢若者自立・挑

戦プラン｣として､ ジョブカフェ等の新たな就業支援策が展開されている｡

労働政策研究・研修機構では15年度より ｢若者移行支援研究会｣ を設け､ わが国の若者の

職業生活への移行の問題について調査研究を行ってきた｡ 昨年度は､ 海外の政策研究につい

ての報告書及び日本の移行困難な若者についての中間報告を取りまとめたが､ 本報告書は同

研究会の最終成果として､ 特に現在の日本の政策展開に参考になると思われるイギリスのコ

ネクションズ政策と､ 昨年度から行ってきた移行の困難な我が国の若者についての詳細な現

状分析を併せて取りまとめたものである｡ 現在進められているわが国での就業支援政策の効

果的な展開を考えるに当たって､ 参考になれば幸いである｡

平成17年６月

労働政策研究・研修機構

理事長 小野 旭
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